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6月25日コールセンター設置
　千葉県「宿泊事業者による感染防止対策等支援事業」
新型コロナウイルス感染症対応
　事業者支援のための各種補助金制度ご案内
経済底流を読み解く
　米国が対中戦略で政策方針を変更
中小企業のセキュリティー対策
　被害防止へ対応事例の紹介
商いの心と技
　机上で考えるより現場で動く
青年部の窓
　女性会だより
館山市　新型コロナウイルス感染症対応
中小企業等事業継続支援給付金を会議所にて受付中

令和3年6月30日現在令和3年6月30日現在

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度～
館山市利子補給(1.0%)制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000 万円

返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.21％（令和 3 年 6月 30 日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者



会 議 所 だ よ り
令和３年 7月 10 日（2）

千葉県「宿泊事業者による感染防止対策等支援事業」について千葉県「宿泊事業者による感染防止対策等支援事業」について
　千葉県では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により旅行需要が落ち込んでいる中、宿泊事業
者が行う感染防止対策に取り組むための経費を支援します。
　事業実施に伴い、６月２５日にコールセンターを開設し、７月１５日から申請の受付を開始します。

１ 事業概要
（１）対象	 旅館業法に基づく営業の許可を受けた宿泊施設
	 （ただし、店舗型性風俗特殊営業を営む宿泊事業者を除く。）

（２）支援対象経費	（詳細は別紙参照）
	 ①	感染拡大予防ガイドライン等に対応するための経費
	 　・感染拡大防止対策に必要となる設備、機器、必需品等の導入に要する経費
	 　・専門家による感染症防止策に係る検証等に要する経費等
	 【具体的な支援対象品目例】
	 	（機器類）サーモグラフィ、体温計、サーキュレーター、パーテーション、遮蔽用アクリル板、

ＣＯ２濃度測定器等
	 	（必需品）マスク、フェイスシールド、ビニール手袋、遮蔽用ビニール、アルコール消毒液、

使い捨て食器類等
	 （専門家経費）感染防止策に係る研修等を実施する際の経費（会場費、謝金、旅費等）

	 ②	感染防止に資する新たな需要に対応するための取組に要する経費
	 　・	マイクロツーリズム、ワーケーション等に対応したコンテンツの開発、施設改修や
	 　　非接触チェックインシステムの導入等
	 　※昨年５月１４日以降の支出について、遡及適用して支援します。

（３）支援額
	 	１施設当たり、支援対象経費の１／２の額とし、かつ、下の表に掲げる区分に従い、上限額を

定めて支援します。
区分

上限額
客室数 従業員数

９室以下 ９人以下 ５０万円

１０～２９室 １０～２９人 １００万円

３０～４９室 ３０～９９人 ３００万円

５０室以上 １００人以上 ５００万円

	 ※	上限額を定める区分については、客室数を原則としますが、従業員数を選択することも可能
です。	

２ コールセンターの開設について
（１）お問い合わせ先
	 千葉県宿泊施設感染対策支援事務局
	 ・TEL	０５７０－０２０１６６　・FAX	０４３－２２４－５５１０
	 ・Emai l 	ch iba -shukuhaku@jtb .com
	 ・URL	https ://ch iba -shukuhaku .com/



会 議 所 だ よ り
（3）令和３年 7月 10日

事業者支援　各種補助金のご案内事業者支援　各種補助金のご案内

事業再構築補助金 小規模事業者持続化補助金
【一般型】

小規模事業者持続化補助金
【低感染症ビジネス枠】

概要

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、
事業再編又はこれらの取組を通じた規
模の拡大等、思い切った事業再構築に
意欲を有する、以下の要件をすべて満
たす中小企業等の挑戦を支援する

持続的な経営に向けた経営計画に
基づく、小規模事業者等の地道な
販路開拓等の取組や、あわせて行
う業務効率化の取組を支援するた
め、それに要する経費の一部を補
助する

小規模事業者が経営計画及び補助
事業計画を作成して取り組む、感
染拡大防止のための対人接触機会
の減少と事業継続を両立させるポ
ストコロナを踏まえた新たなビジネ
スやサービス、生産プロセスの導
入等に関する取組を支援する

対象者

日本国内に本社を有する中小企業者等
及び中堅企業等に限ります。
1．�2020年10月以降の連続する6
か月間のうち、任意の3か月の合
計売上高が、コロナ以前（2019
年又は 2020 年 1 ～ 3 月）の
同3か月の合計売上高と比較して
10％以上減少している。

2．�事業計画を認定経営革新等支援機
関や金融機関と策定し、一体となっ
て事業再構築に取り組む。

3．�補助事業終了後3～5年で付加価
値額の年率平均3．0％（一部5．
0％以上増加、又は従業員一人当た
り付加価値額の年率3．0％（一部
5．0％）以上増加の達成。

補助対象者は、補助金事業要領に
掲げられている8つの要件をいず
れも満たす日本国内に所在する小
規模事業者（個人、又は日本国内
に本店を有する法人）等であるこ
ととします。

補助対象者は、補助金事業要領に
掲げられている7つの要件をいず
れも満たす日本国内に所在する小
規模事業者（個人、又は日本国内
に本店を有する法人）等であるこ
ととします。

申請
受付期限

第２回　令和３年７月２日（金）１８時
第３回以降の実施予定あり

第６回　R3年１０月１日（金）
[郵送：締切日当日消印有効 ]
第７回　R４年２月４日 (金 )
[ 郵送：締切日当日消印有効 ]
第８回以降（R４年度以降）の実
施予定あり

第３回　R3年９月8日（水）
第４回　R３年１１月１０日（水）
第５回　R４年１月１２日（水）
第６回　R４年３月９日（水）
受付締切り時間は何れも１７時

申請方法 電子申請システム 郵送または電子申請システム 電子申請システム

補助率

〈中小企業〉
　通常枠　２／３　卒業枠　２／３
〈中堅企業〉
　通常枠　１／２
ただし、４，０００万円超は１／３
グローバルＶ字回復枠　１／２

２／３ ３／４

補助
金額

〈中小企業〉
　通常枠　１００万円～６，０００万円
　卒業枠　６，０００万円超～１億円
〈中堅企業〉
　通常枠　１００万円～８，０００万円
　グローバルＶ字回復枠
　　８，０００万円超～１億円

●通常　上限額　５０万円
●特定創業支援を受けたもの
　　　　　上限額　１００万円
複数の小規模事業者等が連携して
取り組む共同事業の場合は、補
助上限額が「１事業所あたりの補
助上限額×連携小規模事業者等の
数」の金額となります。（ただし、
５００万円を上限とします）

補助上限：１００万円
感染防止対策費は、補助金額の１
／４（最大２５万円）が上限。ただ
し、緊急事態措置に伴う特別措置
を適用する事業者は、補助金総額
の１／２（最大５０万円）に上限を
引き上げ。

問合せ

・制度全般に関するコールセンター
　ナビダイヤル�0570-012-088
IP電話用�03-4216-4080
受付時間�9:00～18:00(日祝除 )
・電子申請操作方法サポートセンター
　050-8881-6942
　受付時間9:00～18:00(日祝除 )

日本商工会議所
小規模事業者持続化補助金事務局
電話番号　03-6747-4602
9:30 ～ 17:30(12:00 ～
13:00除 )
（土日祝日、年末年始除く）

小規模事業者持続化補助金
低感染リスク型ビジネス枠
コールセンター
電話番号　03-6731-9325
受付時間　9:30～17:30
（土日祝日除く）

その他

令和３年の緊急事態宣言により深刻な
影響を受け、早期の事業再構築が必要
な中小企業等については、さらに補助
率の高い「緊急事態宣言特別枠」がご
ざいます。

共同事業申請あり
２０２１年１月８日以降に発注・契約・
納品・支払い・使用が行われた経
費について遡及適用が可能です。



会 議 所 だ よ り
令和３年 7月 10 日（4）

　

足
元
で
、
米
国
の
バ
イ
デ
ン
政

権
が
補
助
金
な
ど
の
政
府
支
援
に

よ
っ
て
、
半
導
体
な
ど
の
戦
略
分

野
で
民
間
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
中
国
の
国
家
ぐ
る
み
で
の
経

済
台
頭
に
対
抗
す
る
こ
と
を
意
図

し
、〝
ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
〟
と
も

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
い
最

近
ま
で
、
米
国
は
企
業
や
個
人
の

自
由
な
発
想
や
取
り
組
み
を
重
視

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
全
体

の
効
率
性
向
上
を
目
指
し
て
き
た
。

経
済
底
流
を
読
み
解
く

　
米
国
が
対
中
戦
略
で
政
策
方
針
を
変
更

特
に
、
規
制
緩
和
と
減
税
は
米
国

が
重
視
し
た
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル（
競

争
・
産
業
政
策
の
基
本
理
念
）
だ
っ

た
。
そ
の
考
え
に
基
づ
き
、
世
界

各
国
が
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

や
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を

締
結
し
、
世
界
経
済
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
。

　

し
か
し
、
国
家
資
本
主
義
を
標

榜
す
る
中
国
経
済
の
台
頭
で
、
政

府
は
民
間
分
野
に
介
入
し
な
い
と

す
る
経
済
運
営
の
脆
弱
さ
を
あ
ら

わ
に
し
た
。
中
国
経
済
は
政
府
の

支
援
を
受
け
て
大
き
く
成
長
し
、

近
い
将
来
に
米
国
を
追
い
越
す
勢

い
を
示
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
、
日
米
欧
な
ど
で
は
医
療
物

資
・
機
器
が
不
足
し
た
。
そ
れ
と

は
対
照
的
に
、
中
国
は
共
産
党
政

権
に
よ
る
強
力
な
防
止
策
で
感
染

を
抑
え
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
投
資

や
自
動
車
販
売
の
補
助
金
な
ど
で

早
期
の
景
気
回
復
を
実
現
し
た
。

中
国
は
各
国
に
医
療
物
資
や
ワ
ク

チ
ン
提
供
な
ど
を
呼
び
掛
け
、
影

響
力
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発
生
は
、
国
家

資
本
主
義
体
制
の
強
固
さ
を
確
認

す
る
機
会
に
な
っ
た
と
も
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

経
済
学
の
父
と
い
わ
れ
る
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
は
、
著
書
『
諸
国
民

の
富
』
で
、
個
人
が
自
分
の
利
得

だ
け
を
求
め
て
利
己
的
に
行
動
す

れ
ば
そ
の
結
果
、〝
神
の
見
え
ざ
る

手
〟
に
導
か
れ
る
よ
う
に
経
済
全

体
に
と
っ
て
最
善
の
状
態
が
実
現

す
る
と
説
い
た
。
政
府
に
よ
る
市

場
介
入
は
、
生
産
要
素
の
再
配
分

を
妨
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の

考
え
に
の
っ
と
り
、
米
国
は
人
々

の
自
由
な
取
り
組
み
を
尊
重
し
、

競
争
を
促
進
す
る
こ
と
で
自
由
資

本
主
義
体
制
を
強
化
し
、
第
２
次

世
界
大
戦
後
の
世
界
経
済
の
復
興
、

成
長
、
安
定
を
支
え
た
。
米
国
で

は
ア
ッ
プ
ル
や
半
導
体
企
業
が
製

品
の
設
計
と
開
発
に
注
力
し
、
生

産
を
中
国
や
台
湾
の
受
託
専
業
企

業
に
委
託
し
た
。
そ
れ
が
、
鴻
海

精
密
工
業
や
台
湾
積
体
電
路
製
造

（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
の
成
長
、
わ
が
国
の

電
機
、
機
械
、
素
材
メ
ー
カ
ー
の

業
績
拡
大
を
支
え
た
。
米
国
企
業

は
知
識
集
約
型
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

開
発
な
ど
を
強
化
し
、
比
較
的
短

い
期
間
に
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
な
ど
の
先

端
企
業
が
高
い
市
場
シ
ェ
ア
を
手

に
入
れ
た
。

　

し
か
し
、
中
国
政
府
が
国
を

挙
げ
て
企
業
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
手
法
が
、
予
想
以
上
の
効

果
で
中
国
経
済
を
台
頭
さ
せ
た
。

１
９
８
０
年
代
後
半
に
天
安
門
事

件
が
発
生
し
た
と
き
、
多
く
の
専

門
家
は
「
中
国
は
民
主
国
家
の
道

を
歩
む
は
ず
」
と
予
想
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
中
国
の
国
家
資
本
主
義

は
成
果
を
上
げ
、今
や
「
２
０
２
０

年
代
後
半
、
中
国
経
済
は
米
国
に

追
い
つ
く
」
と
の
予
想
も
出
て
い

る
。
そ
の
上
、
中
国
の
軍
備
や
領

有
権
の
拡
大
意
欲
は
旺
盛
で
、
ア

ジ
ア
諸
国
だ
け
で
な
く
広
範
囲
の

安
全
保
障
に
も
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
に
至
っ
て
い
る
。
米
国
と
し

て
も
、
中
国
の
台
頭
を
黙
視
す
る

の
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、

こ
れ
ま
で
の
政
策
方
針
を
転
換
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
一
端
が
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
主
要

メ
ー
カ
ー
を
集
め
て
会
議
を
実
施

し
た
り
、
先
端
の
半
導
体
製
造
工

場
を
米
国
内
に
建
設
し
た
り
す
る

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
そ

う
し
た
政
策
運
営
が
と
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
今
後
、
共

通
の
最
低
法
人
税
率
の
導
入
な
ど

を
各
国
に
求
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
他
国
の
経
済
政
策
の
裁

量
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
安
全
保
障
面
で
は

米
国
と
の
連
携
を
強
化
す
る
一
方
、

経
済
政
策
面
で
は
自
国
の
立
場
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

わ
が
国
は
、
半
導
体
関
連
の
部
材

や
精
密
機
械
な
ど
国
際
競
争
力
の

あ
る
分
野
の
研
究
・
開
発
を
支
援

し
、
先
端
分
野
で
世
界
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
技
術
の
向
上
を
目
指
す

べ
き
だ
。
そ
れ
が
、
米
国
に
対
し

て
自
国
の
事
情
を
伝
え
、
理
解
を

得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
日
本
政

府
に
求
め
れ
ら
れ
る
の
は
、
感
染

対
策
の
徹
底
に
加
え
、
本
邦
企
業

の
競
争
力
向
上
に
効
果
の
あ
る
産

業
政
策
な
ど
を
立
案
し
、
迅
速
な

実
施
を
目
指
す
こ
と
だ
。
そ
の
た

め
に
政
府
は
、
公
正
な
姿
勢
で
世

論
に
政
策
の
意
義
を
伝
え
、
経
済

運
営
へ
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策　
　
　
　
　
　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て

１
１
１
７
社
の
実
態
把
握

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）は
5
月
31
日
、「
令

和
2
年
度
中
小
企
業
向
け
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
支
援
体

制
構
築
事
業（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
お
助
け
隊
）」の
報
告
書
を

公
表
し
た
。

 

本
事
業
は
、
13
地
域
（
24
道
県
）

と
2
産
業
分
野
の
中
小
企
業
を
対

象
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
被
害
の
実

態
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生

し
た
際
の
支
援
体
制
の
構
築
に
向

け
た
実
証
事
業
で
あ
る
。

　

１
１
１
７
社
の
中
小
企
業
が
参

加
し
、
延
ベ
１
１
９
０
社
に
対
し

て
Ｕ
Ｔ
Ｍ
機
器
（
統
合
脅
威
管
理
）

な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
実
態
把
握
を
行
っ
た
。

　

本
事
業
を
通
じ
、
業
種
や
規
模

を
問
わ
ず
多
く
の
企
業
が
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な

ど
の
既
存
対
策
だ
け
で
は
防
ぎ
き

れ
て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト
な
ど
の
脆
弱
性

（
ぜ
い
じ
ゃ
く
せ
い
）
診
断
に
お
い

て
、
対
象
企
業
の
ほ
と
ん
ど
で
何

ら
か
の
脆
弱
性
が
発
見
さ
れ
、
そ

の
う
ち
お
お
む
ね
2
割
の
企
業
に

お
い
て
は
、
重
大
な
イ
ン
シ
デ
ン

ト
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
合
計
２
９
３

件
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
ほ
か
技

術
的
支
援
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち

電
話
お
よ
び
リ
モ
ー
ト
な
ど
に
よ

る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
ほ
か
技
術

的
支
援
を
２
９
１
件
、
訪
問
に
よ

る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
（
駆
け
付

け
対
応
）
を
２
件
実
施
し
た
。
イ

ン
シ
デ
ン
ト
対
応
を
行
っ
た
事
例

を
紹
介
す
る
。

■
事
例
①

　

Ｕ
Ｔ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た

企
業
に
お
い
て
、
同
一
ホ
ス
ト
に

て
断
続
的
に
要
注
意
検
知
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
お
助
け
隊
事
業
者
が
駆
け
付

け
支
援
を
実
施
。
対
象
の
マ
ル

ウ
ェ
ア
と
判
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
フ
リ
ー
ソ
フ
ト

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
、
駆
除
を

実
施
し
た
。

■
事
例
②

　

Ｕ
Ｔ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た

企
業
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
の
「
ウ
イ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
」
を
導
入
済
み

で
あ
っ
た
も
の
の
、「
不
正
な
Ｉ
Ｐ

ア
ド
レ
ス
ヘ
の
通
信
」
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
緊
急
度
「
高
」
の
ア
ラ
ー
ト

を
発
報
、
支
援
を
実
施
し
た
。
被

害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仮

に
情
報
漏
え
い
な
ど
の
被
害
に

至
っ
て
い
た
場
合
の
被
害
試
算
額

は
、
５
４
７
６
万
円
で
あ
っ
た
。

■
事
例
③

　

Ｅ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た

企
業
に
お
い
て
、
不
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
ブ
ラ
ウ
ザ
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
カ
ー
」

を
Ｅ
Ｄ
Ｒ
で
検
知
、
駆
除
方
法
を

案
内
し
た
が
自
力
で
対
応
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
お
助
け
隊
が
リ

モ
ー
ト
支
援
に
よ
り
駆
除
を
実
施

し
た
。

優
良
支
環
サ
ー
ビ
ス
に

マ
ー
ク
付
与

　

成
果
報
告
書
で
は
こ
れ
以
外
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
事
例
の
ほ

か
、
組
織
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
の
実
態
や
人
的
リ
ソ
ー
ス
の

状
況
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
自
社
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
実
施
の
参
考

に
し
て
ほ
し
い
。

　

実
証
事
業
の
過
程
で
中
小
企
業

の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
民
間

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
、
本
実
証
事

業
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
相
談

窓
口
、
異
常
の
監
視
、
緊
急
時
の

対
応
支
援
、
簡
易
サ
イ
バ
ー
保
険

な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
安
価
に
提
供
す
る

こ
と
を
要
件
と
し
て
ま
と
め
た

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助

け
隊
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
を
2
月
に

策
定
・
公
表
し
た
。

　

同
基
準
を
満
た
す
サ
ー
ビ
ス
に

は
、「
サ
イ
バ
ー
メ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
助
け
隊
の
マ
ー
ク
」
の
利
用
を

許
諾
し
、
ブ
ラ
ン
ド
管
理
を
行
う

と
と
も
に
普
及
を
促
進
し
て
い

る
。

　

自
社
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

強
化
に
向
け
て
活
用
を
検
討
し
て

ほ
し
い
（
成
果
報
告
書
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
参
照
）。

（
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
・
江
島

将
和
）

被
害
防
止
ヘ
対
応
事
例
紹
介
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小 林 琢 也 千葉郷産銘菓処
全国銘菓組合加盟店

　
「
こ
れ
、ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」

　

千
葉
市
で
観
光
農
園
を
営
む
男

性
が
、農
産
物
直
売
所
へ
売
れ
残
っ

た
イ
チ
ゴ
を
引
き
取
り
に
行
く
と
、

そ
こ
に
い
た
女
性
か
ら
声
を
掛
け

ら
れ
た
。
声
の
主
は
、
地
元
で
広

告
代
理
業
を
営
む
「
食
育
ネ
ッ
ト
」

の
浅
野
美
希
さ
ん
。
ラ
ジ
オ
番
組

の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
輸
出
や
通
信

販
売
、さ
ら
に
は
商
品
開
発
に
よ
っ

て
、
生
ま
れ
育
っ
た
千
葉
県
の
農

作
物
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
多
く

の
観
光
農
園
で
は
観
光
客
が
減
少
し

売
り
上
げ
が
急
落
。
前
述
の
男
性
も

イ
チ
ゴ
狩
り
客
の
減
少
に
よ
る
売
り

上
げ
減
を
補
お
う
と
直
売
所
へ
持
ち

込
ん
だ
が
、
売
れ
残
り
は
破
棄
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
う
告
げ
る
と
、
浅

野
さ
ん
は
言
っ
た
。

　
「
私
に
売
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

　

破
棄
の
運
命
に
あ
っ
た
イ
チ
ゴ

を
使
っ
た
「
農
家
さ
ん
応
援
プ
リ

ン
」
誕
生
の
瞬
間
だ
っ
た
。

最
終
面
接
試
験
で

役
員
に
起
業
を
宣
言

　
「
そ
れ
な
ら
私
、起
業
し
ま
す
！

大
手
代
理
店
と
同
じ
条
件
で
取
引

し
て
く
だ
さ
い
！
」

　

関
東
広
域
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
キ
ー
局

の
採
用
試
験
最
終
面
接
の
席
上
、

社
長
を
は
じ
め
居
並
ぶ
役
員
た
ち

に
浅
野
さ
ん
は
こ
う
宣
言
し
た
。

父
方
、
母
方
の
両
祖
父
母
は
農
家

で
あ
り
、
父
が
ラ
ジ
オ
局
と
も
取

引
の
あ
る
広
告
代
理
業
を
営
む
環

境
で
育
っ
た
浅
野
さ
ん
に
と
っ

て
、
祖
父
母
と
一
緒
に
過
ご
す
農

作
業
の
手
伝
い
も
、
そ
の
合
間
に

聴
く
ラ
ジ
オ
放
送
も
共
に
大
好
き

な
こ
と
だ
っ
た
。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
で
受
験
し

た
ラ
ジ
オ
局
と
は
、
父
親
の
会
社

も
取
引
が
あ
っ
た
。
最
終
面
接
で

「
お
父
さ
ん
の
家
業
を
継
い
で
も

ら
っ
た
方
が
お
互
い
の
発
展
に
つ

な
が
る
」
と
諭
さ
れ
た
と
き
、
彼

女
は
持
ち
前
の
反
骨
心
も
手
伝

い
、
起
業
を
宣
言
。
千
葉
の
1
次

産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
会
社
と
し
て
、

07
年
に
起
業
し
た
。

　

面
接
で
の
約
束
ど
お
り
取
引
口

座
を
開
設
し
て
も
ら
い
、
ニ
ッ
ポ

ン
放
送
ほ
か
ベ
イ
エ
フ
エ
ム
な
ど

で
千
葉
の
農
作
物
と
産
地
・
生
産

者
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
14
年
、

浅
野
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
。
千

葉
県
知
事
に
よ
る
マ
レ
ー
シ
ア
へ

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
事
業
者
の

一
員
と
し
て
同
行
、
現
地
商
談
会

で
出
会
っ
た
企
業
へ
の
イ
チ
ゴ
の

輸
出
が
決
ま
っ
た
の
だ
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
千
葉
県
は

農
作
物
輸
出
に
関
し
て
は
後
発

組
。
現
地
の
共
同
催
事
で
知
り

合
っ
た
他
県
の
出
展
者
か
ら
は

「
千
葉
は
俺
ら
の
20
年
前
を
今
さ

ら
や
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
言
わ

れ
た
。「
確
か
に
同
じ
こ
と
を
し

て
も
他
の
自
治
体
に
は
か
な
わ
な

い
し
、
価
格
競
争
に
な
れ
ば
つ
く

り
手
さ
ん
の
努
力
の
価
値
を
下
げ

る
こ
と
に
な
る
。
大
手
と
は
違
う

販
路
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
」
と
浅

野
さ
ん
は
考
え
た
。
彼
女
は
す
ぐ

に
行
動
を
起
こ
し
た
。

知
ら
な
い
外
国
で
の

飛
び
込
み
営
業
で
活
路

　
「
千
葉
県
の
野
菜
、
試
し
て
み

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

　

現
地
語
は
も
ち
ろ
ん
英
語
も
お

ぼ
つ
か
な
い
ま
ま
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
中
で
日
本
人
居
住
者
の
多
い
都

市
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
へ
、
浅
野
さ
ん
は
野
菜

を
入
れ
た
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
を

抱
え
て
飛
び
込
み
営
業
を
繰
り
返

し
た
。
や
が
て
そ
の
お
い
し
さ
と

彼
女
の
熱
意
に
心
を
動
か
せ
ら
れ

た
シ
ェ
フ
を
起
点
に
、納
入
業
者
、

物
流
業
者
へ
と
新
た
な
販
路
を
開

拓
し
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
日
本
食
に
興
味
を
も

つ
現
地
の
生
活
者
を
対
象
に
、
太

巻
き
な
ど
日
本
食
の
料
理
教
室
を

続
け
、
草
の
根
の
新
し
い
需
要
を

掘
り
起
こ
し
て
い
く
。
単
に
農
作

物
を
単
品
で
売
り
込
む
の
で
は
な

く
、
日
本
の
食
文
化
を
共
に
伝
え

る
こ
と
で
互
い
を
理
解
し
合
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
ん
で

い
く
の
が
浅
野
さ
ん
流
だ
。
現
在

で
は
名
だ
た
る
日
系
百
貨
店
と
の

取
引
も
深
ま
り
、
輸
出
農
作
物
は

コ
メ
や
イ
チ
ゴ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
20
品
目
以
上
と
増
え
、
輸
出
先

も
マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
香
港
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
広

が
っ
て
い
る
。
さ
て
、
冒
頭
の

「
農
家
さ
ん
応
援
プ
リ
ン
」。
こ
ち

ら
も
自
社
通
販
サ
イ
ト
「
食
農
も

の
が
た
り
」
を
は
じ
め
ネ
ッ
ト
通

販
や
催
事
を
通
じ
て
７
０
０
０
個

以
上
を
販
売
。
品
ぞ
ろ
え
も
イ
チ

ゴ
、
梨
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ユ
ズ

と
増
え
た
。
従
来
品
の
2
倍
の
果

汁
を
使
い
、
素
材
を
生
か
し
た
味

が
人
気
の
理
由
だ
。
常
温
流
通
で

き
、
海
外
輸
出
も
視
野
に
入
っ
て

い
る
。

「
あ
の
人
に
頼
む
と
何
と
か
し
て

く
れ
る
」

　

千
葉
の
生
産
者
の
間
で
、
こ
う

し
た
彼
女
へ
の
評
価
は
日
ご
と
に

高
く
な
っ
て
い
る
。地
元
と
海
外
、

生
産
者
と
生
活
者
、
彼
女
の
活
動

が
そ
う
し
た
つ
な
が
り
を
少
し
ず

つ
強
く
、
か
つ
広
げ
て
い
る
。

（
商
い
未
来
研
究
所
・
笹
井
清
範
）

机
上
で
考
え
る
よ
り

現
場
で
動
く
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巻
き
な
ど
日
本
食
の
料
理
教
室
を

続
け
、
草
の
根
の
新
し
い
需
要
を

掘
り
起
こ
し
て
い
く
。
単
に
農
作

物
を
単
品
で
売
り
込
む
の
で
は
な

く
、
日
本
の
食
文
化
を
共
に
伝
え

る
こ
と
で
互
い
を
理
解
し
合
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
ん
で

い
く
の
が
浅
野
さ
ん
流
だ
。
現
在

で
は
名
だ
た
る
日
系
百
貨
店
と
の

取
引
も
深
ま
り
、
輸
出
農
作
物
は

コ
メ
や
イ
チ
ゴ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
20
品
目
以
上
と
増
え
、
輸
出
先

も
マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
香
港
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
広

が
っ
て
い
る
。
さ
て
、
冒
頭
の

「
農
家
さ
ん
応
援
プ
リ
ン
」。
こ
ち

ら
も
自
社
通
販
サ
イ
ト
「
食
農
も

の
が
た
り
」
を
は
じ
め
ネ
ッ
ト
通

販
や
催
事
を
通
じ
て
７
０
０
０
個

以
上
を
販
売
。
品
ぞ
ろ
え
も
イ
チ

ゴ
、
梨
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ユ
ズ

と
増
え
た
。
従
来
品
の
2
倍
の
果

汁
を
使
い
、
素
材
を
生
か
し
た
味

が
人
気
の
理
由
だ
。
常
温
流
通
で

き
、
海
外
輸
出
も
視
野
に
入
っ
て

い
る
。

「
あ
の
人
に
頼
む
と
何
と
か
し
て

く
れ
る
」

　

千
葉
の
生
産
者
の
間
で
、
こ
う

し
た
彼
女
へ
の
評
価
は
日
ご
と
に

高
く
な
っ
て
い
る
。地
元
と
海
外
、

生
産
者
と
生
活
者
、
彼
女
の
活
動

が
そ
う
し
た
つ
な
が
り
を
少
し
ず

つ
強
く
、
か
つ
広
げ
て
い
る
。

（
商
い
未
来
研
究
所
・
笹
井
清
範
）

取締役会長　石 渡  和 男取締役会長　石 渡  和 男
館山市湊427

自動車買取致します自動車買取致します

丸高石油株式会社

☎0470
（23）8155

☎0470
（22）7221

ホームガスプラザ丸高

カーライフの
　ホットステーション

24時間体制で
　安心をお届けする

テックピット
ガーデン

青
年
部
の
窓

会
長
　
小
泉
　
竜
樹

　

生
活
習
慣
や
事
業
形
態
な
ど

様
々
な
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
中

で
、
青
年
部
も
色
々
と
時
代
に

応
じ
た
変
化
を
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
の
か
な
と
思
い
、
今
年

は
新
た
な
事
業
や
試
み
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
つ
は
青
年
部
に
入
部
し
て

い
る
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
い

で
す
。
地
域
貢
献
し
た
い
、
仕

事
に
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
等
、
人
に

よ
って
、
事
業
所
に
よ
って
メ
リ
ッ

ト
は
違
い
ま
す
が
、
私
は
移
住

し
て
き
た
の
で
、
館
山
の
色
々

な
事
業
者
と
知
り
合
い
に
な
る

と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
部
員
減
少
が
続
く
近

年
、
部
員
増
強
の
為
に
も
入
部

し
た
い
と
思
う
青
年
部
に
し
た

い
で
す
。

　

２
つ
目
は
移
住
し
て
き
た
身

だ
か
ら
こ
そ
、
地
元
の
方
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
館
山
の
良

さ
を
引
き
出
し
、
館
山
の
活
性

化
に
な
る
よ
う
な
イ
ベン
ト
を
企

画
し
て
み
た
い
で
す
。
子
供
か

ら
大
人
ま
で
皆
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
実
現
で
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
館
山
市
の
各

団
体
と
協
力
し
て
１
つ
の
大
き

な
イ
ベン
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
更
に
楽
し
め
る
も
の
に

な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
観

光
客
の
方
も
大
切
で
す
が
、
ま

ず
は
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
よ
う

に
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て

館
山
市
民
が
少
し
で
も
楽
し
く

笑
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
な
事
が
で

き
れ
ば
い
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
変
な
思
い

を
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、一年
間
尽
力

い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
。

　館山商工会議所女性会では、令和 3年 5月 25日 (火 )、令和 3年度通常総会を「花しぶき」にて、石渡和
男会頭、上野学専務理事をご来賓に迎え開催されました。会員 14名出席のもと、新型コロナウイルス感染
症の影響により例年より規模を縮小して開催しました。
　総会に於いて、令和2年度事業報告・決算報告、令和 3年度事業計画 (案 )・収支予算 (案 )の議案、役員
改選の案件が承認可決されました。

　また総会終了後に、中村欣世相談役、高橋和子新会
長、三滝三恵子・鈴木久子副会長、角田禮子氏へ感謝
状が贈呈され、その後は感染対策をしながら食事をい
ただき、和やかに終了しました。
　　
令和3年度役員は下記の通りです。
〇会長（髙橋和子）
〇副会長（三滝美恵子・鈴木久子）、
〇監事（植木初江・小林洋子）
〇理事
　（小宮千恵子・佐藤友子・安田アツ子・田中明美
　福原喜代美・小金登志枝・北山喜美子・新井啓子）

女性会便り



会 議 所 だ よ り
令和３年 7月 10 日（8）

館山市　新型コロナウイルス感染症対応
中小企業等事業継続支援給付金を会議所にて受付中
　新型コロナウイルスの影響を受ける中小企業などを支援するため、売り上げの減少額に応じて最大 30万
円を給付する内容で、給付対象は令和 3年 1～ 3月の平均売上額が、前々年同月 (平成 31年 1～ 3月 )の
平均売上額と比較して、20%以上 50%未満減少している事業者。
　給付額は、売上額の減少額に応じて 2万円から 30万円で、詳細は市のホームページに掲載し、申請書も
ダウンロードで入手できます。
　申請書は館山商工会議所、渚の駅たてやまでも配布しています。申請締め切りは 8月 31日までで、原則
郵送で館山商工会議所に提出してください。

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標	特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

会議所窓口相談

商工相談

　金融相談

毎週水曜日
（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

日本政策金融公庫

特別金融相談日

毎月第3金曜日
（事前にご連絡下さい）

アクサ生命保険株式会社
○○支社　○○営業所　
〒000-0000　○○○○○○0-00-0　 
TEL 00-0000-0000 


